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史
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。
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ょ
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、
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史
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究
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に
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々
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で
あ
々
、

■
そ
の
著
作
や
論
文
を
通
じ
で
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で
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わ
れ
お
れ
に
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染
み

深

い

も

の
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な
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て
.
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と
か
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し
て
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の
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あ
る
か
が
、
大
体
想
像
で
き
よ
う
。.
こ
.の
会
報
は
、
昨
年
の
秋
ま
で
に
五
号
を 

.出
し
て
お
り
、
労
働
史
研
究
の
状
況
を
伝
え
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
第|

号
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冒
頭
に
は
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の
会
報
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働
史
に
；か
ん
す
る
資
料
の
発
見
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情
報
の
交
換
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に
！
^

さ
れ
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に
よ
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て
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史
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め
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れ
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績
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れ
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。
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追
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と
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。
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上
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に
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に
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分
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究
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え
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に
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の
活
動
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ら
な
い
し
、
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八
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〇
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六
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年
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時
代
を
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ど
も
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ク
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中
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を
正
し
く
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解
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る
た
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に
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く
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史
的
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究
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れ
る
点
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ブ
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ツ
グ
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，ろ
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力
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し
た
。
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.労
働
党
の
初
期
に
つ
い
て
は
比
較
的
戚
は
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い
に
研
究
さ
れ
て
い
る
け
れ
'ど 

も
、
そ
の
成
立
期
に
あ
た
っ
て
偉
大
な
役
割
を
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し
た
ラ
ム
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イ
•
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ド
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ル
ド
に
か
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す
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記
の
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当
な
も
の
が
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当
時
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を
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史
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要
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の
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を
も
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め
た
完
全
な
意
味
に
お
げ
る
社
会
史
の
研
究 

な
ど
に
つ
い
て
訴
え
た
。
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の
：号
に
は
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：1

九
六
〇
年
、
第
十
一
回
歴
史
科
学
国
際
会
議
の
本 

会
議
に
先
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つ
て
行
わ
れ
た「

社
会
運
動
史
お
よ
び
社
会
構
造
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る
国
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第

二

号

に

ば

、

:
一
九f:

四
年
か
ら
一
九
三
；o
'年
ま
で
の
独
立
労
働
党

T
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-に
か
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す
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片
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^
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.̂
^
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献
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、
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»
労

働

史

の

先

駆

者

の 

想
い
出」

や
文
献
の
紹
介
な
ど
で
：み
る
べ
き
も
の
は
な
い
。

こ
.の
学
会
の
も
ゥ
と
%-
-積
極
的
な
提
言
が
展
開
さ
れ
て
'.いる
の
は
、

一
九
六 

ニ
年
の
‘：

一

月
ニ
七
日
、
口
シ
ド
ン
、
：パ—

ク
べ
ッ
，ク

•
ヵ
レ
ッ
ジ
で
開
か
れ
た 

:

第
四
回
大
会
で
あ
つ
た
。
そ
の
要
旨
は
四
月
の
第
四
号
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

一
そ
の
内
'^
ば
、
.
R

. 
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.

ト
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ネ
I
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A
‘
ブ
リ
ッ
グ
ス
、
，労
働
組
合
運
動 

:の
歴
史
家
と
し
，て
の
,̂
'
.エ，ッ
、フ
.夫
妻
,：
.：
：(

一
九
六
一
：
一
年

1

月

例

会

)

-
.

…

：
V
V 

L
'
ア

レン
、

A 

E 

;
マ
.ツ
.ソ
ン
、

H .
ク
レ

ツ
グ
、

ア

ー

ネ

ス
ト

•
ジ
3
 

,丨

ン

ズ

か

ら

力

ー

ル
.
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ル
ク
ス
，
へ

の

手

紙

：

(

一
八
六
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丨
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八
六
八
年

)
…
…

 

ド
ロ

：ズ3
'-
タ
ム
、ス
ン
、
炭
坑
地
帯
に
お
け
る
労
働
者
運
動…

…

J 

,

E
.
ゥ 

.

ィ
リ
プ
ム
ズ
な
ど
の
興
味
あ
る
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
，
と
く
に
こ

の

な

.

か 

で
、
ゥ
ェ
ッ
ブ
夫
^
.
の
ィ
ギ
リ
ス
労
働
組
合
研
究
に
お
け
る
業
績
の
評
価
は
ま 

と
ど
に
印
象
的
で
あ
ら
て
、
4*
罾
の
労
働
運
動
史
研
究
の
方
向
を
示
唆
す
る
も 

の
と
■レ
え
よ
ぅ
。

:
こ
の
第
四
回
は
、
V
I九
六
：ニ
'年
；一
.月
ニ

七

日

、

ロ
ン
：
ド

ン

の

パ

ー

グ

べ

ッ 

ク.• 力
：：レ

；.

ツ

ジ

で

開

が

れ

、
A
.
.ブ
リ

：ッ

グ

ネ

が

議

長

と

な

り

、

六

十

名

以

上 

-

の

会

員

が

.参

加

し
て
''
つ
ぎ
に.紹
介

す

る.三
_つ
©'
論

文

を

中

心

に

活

発

な

討

論 

が
，展

開

：さ

れ

た

と
'い
わ

れ

石

。

最

初

：の

問

題

提

起

者

ア

レ

'-
/
に
よ
る
と
、

「

ウ 

:H>y

ブ
先
妻
は
；-'
•歴
史
と
.い
.
5
%の；は
、：*
嫌
的
体
制
的
な
組
紙
：

(
I
t
i
n
u
i

f
o
r
m
a
l

 

o
r
g
a
n
i
s
a
t
i
o
n
s
)

の
描
写
を
通
じ
て
書
か
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
信
じ
た
0'
:::.彼 

ら
速
続
性
に
た
い
す
る
^

申
は
、_
旁
働
組
ム
R

®
動
の
双
P

、
と
く
に
.労
働
.組
合 

運
動
が
発
生
レ
た
と
み
ら
れ
る
十
八
世
紀
を
軽
視
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
と
い 

う
.の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
非
常
に
重
要
な
そ
し
で
興
味
深
.い
指
摘
で
あ
る
と
思 

わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
ゥ
：

H

ッ
ブ
夫
妻
は
、
.'
.
労
働
組
合
の
形
式
上
の
耝
織
を
重
視 

す
る
余
り
、
.
第

1

に
は
經
済
的
な
、
そ
し
て
第
一
.
1に
.は
社
会
的
政
治
的
な
諸
カ 

の
よ
う
な
労
働
組
合
を
と
り
ま
い
て
い
•る
も
の
と
し
て
、
..偶
然
的
で
は
あ
る
が 

重
要
な
要
素
を
無
視
し
、
.従
っ
て
個
人
の
行
動
の
よ
う
な
比
較
的
重
要
で
な
い 

要
素
を
強
調
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る

。
た
と
え
ば
一
七
九
ル
宇 

か
ら
一
八
〇
〇
年
の
団
結
禁
止
法

£0
71

|
)
#
に

.
、
'

「

労
働
組
合
運
動
0 .
起
源

1_
.と
、
 

ー
八
ニ
五
年
に
そ
れ
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の「

生
存
の
た
め
の
闘
争」

.:
の
時
期 

を
お
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
団
結
禁
止
法
だ
け
を
.殊
更
に
強
調
し
て
、
そ
れ 

以
前
に
あ
っ
た
多
く
の
弾
压
立
，法
の
苟
酷
さ
を
見
.失

0

て
了
っ
て
い
る
ぃ
と
い
う 

弊
害
に
お
ち
い
っ
て
い
る
。.
む
し
ろ
当
時
の
ィ

ギ

リ

ス

の

，精
神
状
態
と
し
て
は 

フ

ラ

ン

ス

方

が

深

刻

な

影

#

を
与
え
た
と
み
る
方
が
^
当
で
あ
る
と
い 

う
の
で
あ
る
。
 

：

‘

ゥ
ェ
ッ
ブ
夫
妻
の
叙
述
に
よ
れ
ば
、

一
八
二
九
年
か
ら
四
二
年
ま
で
の
オ
ー 

エ
ン
主
義
お
よ
び
チ
ャ

I

テ
ィ

ズ
ム
が

と

も
に
盛
ん
.で
あ
'づ
だ
こ
の
時
期
が
、
. 

革
命
的
で
あ
っ
た
と
：い
わ
れ
る
が
、
こ
の
時
期
.の
重
要
性
は
む
し
ろ「

ゼ
ネ
.ラ 

ル
•

ユ
ニ
オ
ン」

.
に
あ
る
の
で
あ
づ
て
’
こ
れ
は

一

八
一

八
年
に
は
じ
ま

り

、
.

一
八
三
囲
年
に
終
り
.、
そ
の
後
、
労
働
組
合
が
各
個
に
.発
展
し
た
と
み
る
べ
き 

で
あ
る
と
い
う
。

.

.

'

'
し
か
し
ウ
；ェ
ッ
ブ
夫
妻
に
ょ
っ
て
な
さ
れ
た
最
大
の
歪
曲
は
、
：
一
八
一
一
一
四
年 

学

界

展

望

，

か
ら
一
八
六
〇
年

に

至

る「

新
七
い
精
神
と
新
し
い
モ
デ
ル」

と
呼
ば
れ
る
時 

期
で
あ
る
。
新
型
組
合
運
動
と
い
う
：の
は
、
実
は
歴
史
的
な
虚
構
と
し
て
の
地 

位
を
し
め
る
に
す
ぎ
ず
、
.
.合
同
機
械
工
同
盟
.
.の
.組
織
の
如
き
も
、
そ
の
当
時
の 

社
会
的
経
済
的
諸
力
の
結
果
で
あ
り
"

必
ず
し
も
自
新
.し
い
も
の
で
は
な
か
っ 

た
の
•で
あ
，っ
て
：、
.
一
八
五一

年
に
お
け
る
合
同
機
械
工
同
盟
の
成
立
の
労
働
組 

合
運
動
に
と
っ
て
画
期
的
意
義
を
杏
定
し
、
む
し
ろ
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ナ
時
代
の
進 

歩
を
象
徴
す
る
大
博
覧
会
の
意
義
.を
強
調
じ
て
い
る
の
は
注
目
_に
値
す
る
。

.

ァ
レ
ン
に
よ
れ
ば
、

一

八

五
—*
年
以
後
、■
労
働
組
合
運
動
の
歴
史
は
、
進
歩 

に
た
，い
す
る
信
念
が
、
労
働
組
合
の
構
成
、
方
法
お
よ
び
指
導
方
針
匕
ま
で
影 

響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
っ
て
、
し

か
--
%

1
八
七
四
年
以
後
、
労
働
組
合
運
動
に 

お
.け
る
G

の
よ
う
な
信
念
が
労
働
者
階
級
の
経
験
と
適
合
し
な
く
な
っ
た
こ
と 

が
問
題
で
あ
る
の
に
、：
ゥ
ェ
ッ
ブ
夫
妻
は
、
人
物
中
心
の
指
導 >

.

政
策
に
関
連 

ざ
せ
て
事
態
を
観
察
し
た
た
め
、
.
勢
い
ジ
ャ
ン
タ
の
役
_

を
童
視
し
、

そ
の
後 

の
運
動
の
変
化
を
、
ジ
ャ
ン
タ
の
変
化
し
つ
つ
あ
る
構
成
お
よ
び
自
由
放
任
主 

義
政
策
に
た
い
す
る
信
輯
の
結
果
と
じ
て
把
え
る
と
い
う
誤
り
を
犯
し
た
と
し 

て
い
：る
.
。

'
.

最
後
に
、

ァ
レ
ン
は
、
ゥ
ェ
ッ
ブ
夫
.妻
の
、
根
本
的
に
重
要
な
経
済
的
諸
力 

.の

.軽
視
が 
> 一
問
題
を
構
造
的
に
把
握
す
る

の

を
妨
げ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
す 

な
わ
ち
彼
ら
は
、
労
働
組
合
大
3 1
ム

ロ

の

双
北
を
、
そ

，，

の
内
部
的
な
欠
陥
に
帰
せ 

る
こ
と
.に

'«
3
:
.
っ

て

、

労
働
組
合
運
動
CD
.息
の
根
を
と
め
よ
う
と
す
る
雇
主
の
断 

乎
た
る
決
意
を
逭
視
し
な
い
こ

と

や

、

フ
ラ
ン
シ
ス

.

，

プ
レ
ー
ス
の
よ
う
な
個 

人

に

、
：
不

当

な

ほ

ど
.の
関
心
を
払
っ
て
い
る
こ
と
.を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
を
要 

す
.る
に
、
、経
済
的
政
治
的
な
諸
力
に
.た
い
す
る
.無
視
、•

個
人
の
.役
割
に
た
い
す

九

五
.(

七
七
九)



名
不
.当
な
評
価
こ
そ
'
.

(

彼
^
.の
著
$

労

働

組

：
<
!
!運

動

史」

:-
;;'を

資

料

的

：に
"は

価

値 

あ
る
も
の
た
ら
し
め
た
と
し
て
も
、
歴
史
と
し
て
は
不
適
当
な
も
の
に
な
っ
た 

理
fh
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、

A
 • 

E
 

•
•
マ
ッ
ソx

(
M
u
s
s
o
n
)

の

’

「

ゥ
ヱ
ツ
ブ
夫
妻
と
~
ー
，
八

三

〇 

年

と

：
ー

(

'
八
六
0

苹
俏
の
間
に
.お
け
る
労
働
組
合
発
展
'の

局

面」

；：で

あ.る
が
、
£

卜 

'
で
も
ま
た
.ゥ

H:.

ツ
ブ
夫
妻
.に
た
い
す
る
き
び
し
い
批
判
が
展
開
さ
れ
て
ぃ
る
。一
 

マ
ッ
ソ
ン
は
3

ゥ
ネ
ツ
プ
夫
妻
が
、

団
結
禁
止
法
以
後
.の

「

九
芏
の
年
代
末
期 

:
か
ら
三
0

年
代
に
か
け
て
の
イ
ギ
リ
ス
货
働
運
軟
に
お
い
て
、
オ
ー
エ
ゾ
主
義 

.の

.影
響
を
過
大
視
し
て
い
.る
占I

を
、
.つ
ぎ
.の
，
よ

う

に

指

摘

す

る

。
；
オ

ー

キ

ン

.
主 

義
的
么
デ
オ
ロ
ギ
I

も
し
く
は
古
典
派
経
済
学
の
労
働
組
合
の
現
実
：的
な
組
織
；
 

と
政
策
に
た
い
す
る
実
際
的
か
影
響
ゆ
表
面
的
な
も
の
で
あ
り
、
ゥ
工
ッ
ブ
夫 

赛
に
よ
っ
て
誇
張
さ
れ
た
の
セ
と
い
ー
う
の
で
あ
る
ヶ
-
八
ニ
九
丨
三
四
年
の
労 

働
組
合
運
動
の
昂
揚
は
、
必
ず
し
も
一
オ
ー
.平
シ
主
義
的
な
社
会
主
義
的
熱
狂
：で 

は
.な
く
，
ひ
と
っ
に
は
、.
団
結
禁
止
法
の
廃
11
1
に
よ
'
っ
て
、
心
理
的
.に
刺
激
を 

う
け
だ
こ
と
で
あ
り
、
，
い
ま
ひ
と
つ
は
、
賃
金
に
か
ん
す
る
純
粋
に
労
働
組
合 

的
な
！2
的
を
目
指
し
て
行
わ
れ
た
%-
の
で
あ
っ
; ^
。
た
と
え
ば
ー
.
八
一
八
年
が 

ら

一，九
年
に
お
け
.る
労
働
組
合
：の
活
発
化
と
こ
れ
に
つ
づ
く
ゼ
本
ラ
ル
•
ユニ 

オ
ゾ

へ
の
動
き
も
賃
金
の
き
り
下
げ
、
徒
弟
制
度
の
崩
壊
お
よ
び
深
刻
な
失
業 

に
む
け
ら
れ
、
.さ
ら
に
、

一
八
ニ
九
年
の
大
規
模
な
ゼ
ネ
ラ
ル

'
.ユ
—
オ
ン
の
. 

運
動
も
、
結
局
は
、
賃
金
問
題
、
.労
働
組
合
べ
の
加
入
お
よ
び
ス
-ド
ラ
イ
キ
基 

金
の
確
立
が
主
要
な
動
機
で
あ
°

た
と
い
う
の
で
あ
る
。
.す
な
わ
ち
オ
ー
エ
ン 

主
義
お
よ
び
チ
ャ
ー
テ
ィ
ズ
ム
の
よ
う
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ッ
シ
ュ
な
要
因
が
、
.労 

働
組
合
運
動
の
基
本
的
モ
メ
シ
.ト
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
つ
て
、
き
わ
め
て

九
六

.(

七
八
〇

)

ン

、
示
唆
的
で
•

あ
る
。
む
し
ろ
、
，
失
業
者
に
た
い
す
る「

渡
り
歩
き
に
'

た
：い
す
る
キ 

済

」
(

t
r

a
m

p

 

r
e
l
i
e
f)

が
こ
の
年
代
に
お
け
る
よ
り
広
汎
な
地
域
的
も
し
く
は
全 

国
的
泣
組
合
一
—

炭
坑
夫
、•.
•
•
建
築
ェ
：、.

陶
工
V

一
 

お
よ
び
そ
：の
他
：の
労
働
者
L

 

の
結
成
を
促
し
た
の
で
あ
る
、と
.

い
ぅ
指
摘
は
1 £

要
で
あ
る
。

す
.

な
わ
ち
■

マ
ッ
ソ
ン
は
、.
.

オ
ー

H
.

ン
を
中
.

心
と
す
る
ひ
と
.

に

ぎ

り

，
の

社

会

主

. 

義
- ^

の
労
働
組
合
ゆ
た
い
す
る
影
：響
< 0
.

大
ぎ
さ
.

の
不
当
な
評
価
を
戒
め
、
た
と 

え
ば
、
通
説
に
よ
れ
ば
明
ら
か
に
オ
ー
ェ
ン
の
思
想
的
影
響
办
%

と
.
に

あ

つ

た 

，
と

み

ら

れ
.

る
.

ド

，
ハ

ー

テ

ィ

の

全

国

旁

働

擁

護

協

会

々

如

き

.

も

、

一

八

ニ

九

年 

に
.

.

.失

敗

し

た

ラ
.

ン
ヵ
；
ゾ
.

ア
0

綿
' ^

-

績

ェ

の

，；
ス

ト

ラ

イ

キ

.

.

.か

ら

お

と.

つ

た

ゼ■ネ
. 

ラ
; ^
;•

ユ.
.
-ー
；：
オ
ン
.

も

し
, <

攸

ト

レ.
.イ
.

ド
•
.
.フ
ェ.

ダ

レ

イ

、ゾ
.

ョ
.

ン.
.
.を
‘

目
指
し
.

た
も
. 

の
で
ぁ
り
、

一J

れ
f e

加
入
し
た
多
く
.
.の
組
合
.

は
、
一
巨
額
な
ス
ト
ラ
、イ
キ
基
金
を 

;

蓄

積

す

る

こ

と

が

，
目

的

で

、
，
そ

れ

ぞ

れ

'
の

組

合

に

特

有

な

問

題

に

関

心

を

も

つ 

て
い
た
の
で
あ
る
？ 

：'

.

:-
:

!-
-
:

' .

■:
.

'

ォ
I

 

H

ン
；の
.1...

八

三

三

.年

か

ら

三

四

年

に

か

け

て

の

グ

ラ

\

ド

.

.ナ

.

シ
a

ナ
. 

ル
の
成
立
の
如
き
も
、

■'

マ
..：ッ
ソ
シ
に

よ
れ
ば
、.

.

景
気
の
恢
復
が
重
要
な
原
因
.で 

あ
つ
た
と
の

ベ
て
い
る
。
し
か
も
そ
れ
が

f

年

以

内

に

崩

壊

し

，
：：
綿

紡

填

ェ

、 

機
械
ェ
お
よ
、び
印
刷
工
な
ど
；の
熟
練
労
働
者
の
組
含
が
こ
の
運
動
か
ら
孤
立
し 

て
い
た
こ
と
を
カ
説
1,
、':
い
わ
ゆ
る
労
働
組
合
は
、
伝
^ -
的
な
ク
ラ
フ
ト
の

枠 

を
こ
え

て
は
、
：わ
ず
か
の
程

度

し
か
発

展

し
な
か
つ
た
こ
と
を
物
語
る

も
の
で 

あ

り

、
：
：
そ

の

意

味

に

お

'

い
. :

て
，
オ
ー
ェ
ン
に
よ
る
グ
'ラ

ン
ド
ナ
シ
ョ
ナ
レ
の

®
, 

動
は
、
:

ゥ
ェ
：
ッ
ブ
夫
妻
：に

よ
0

.

て
い
.

わ
ば
誇
張
さ
れ
た
0

だ
と
い
ぅ
.

の
.で
あ 

f

 

■ 

.

-■

す
.

な
わ
•

ち
、
こ
の
よ
う
な
誇
張
こ
そ
実
は
、：
ダ
ラ
シ
ド
•
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
崩

壊
が
，
.ぎ
わ
め
’て
犬
变
動
；で
-あ
0:
、
：
お
と
^

:
物
を
#

残
豸
樣
辦
づ
.
'治
^
^
沒 

印
象
を
あ
た
，え
る
け
れ
ど
も
、
事
実
は
こ
れ
に
相
異
し
て
、
伝

統

的

な

組

織

さ 

れ
た
：職
能
別
組
合
は
存
在
し
つ
づ
け
た
し
、>
ゥH

ッ
ブ
©,
評
価
に
よ

る

と

、

一
 

八
三
◦

年
代
の
後
期
に
、
労
働
組
合
員
が
十
万
人
で

ぁ

っ
た
の
に
比
㈣

す
る
と
、
 

グ
ラ
ン
ド
•
ナ
シ
ョ

ナ
ル
の
組
合
員
が
五
十
万
人
と
考
え
ら
れ
て
い

る

の

も

奇
 

妙
で
あ
る
と
い
う
の
は
印
象
的
■で
あ
る

o
.
.
要

す

る

に

.著

者

に
よ

る

と

、

-+
*
•九
U*
一
 

紀

の

労

働

組

，合

運

動

に

非

常

に

大

き

な

影

歡

を

あ

.だ

え
.た

办

は

、.
ゥ

キ

、ゾ
ブ
先 

妻
の
主
張
す
各
よ
.う

，に
、

ィ

デ

ォ

ロ

ギ

ー

的

な

盛

衰

で

は

な

ぐ

て

、

景

気

の

上 

.昇

■お

よ

び
 

_ 

.
後

退
.：

(the- .booms, a
n
d

 

s
l
u
m
p
s

 

o
f

 t
h
e

 t
r
a
d
e

 ...cycle)..

：
で
.■あ

つ
：
こ
と..

い

う

の

：で

あ

る

。

::
,

'
:
；

.
•

>

.

V:
.

'

.

.

.

.

.

.

、
従

っ

て

、
，

ー

八

芄

へ

一

年

，
の

合

同

機

械

工

同

：
盟

.の
成
立
を
も
；っ
て
、
'

」

一.
ュ
ー
.
. 

モ
テ
ル
の
組
合
の
画
期
と
す
る
ゥH

ッ

ブ「

の

見

解

ぼ';
'

労

働

組

合

運

動

の

強

カ
 

な

復

活

が

フ

と

：り

わ

け
—-
八
四
ー.ー
：
ー

年

以

後

、
：
：
景

気

0 :
恢
復
ど
.

「

致
じ
て
い
を
事 

実
を
無
視
し
で
ぉ
.り
、

r 

ニ
ュ
ー
！
.，
モ

デ

ル

し̂-
い

ヶ

名

称

を

正

当

化

す

る

.
瑪 

由
'も

存

し

女

い

。

つ
へ
ま
り

J: 

<
五
0

年

代

ぉ
^:
望

ハ
0

年

代
© -
.
機

：械
.エ
：、
：
.
石
. 

T
、
"
大

工

、

〗

印

刷

エ

は

、'.
-初
溯

の

：主

要^ .
||
.
特
徵
を
5

て
ぉ
り
、へ
い
わ
ゆ
る

ニ 

'
.ュパー

、
モ
デ
ル
で
：ゆ
な
べ
、
ォ
I

ル
ド
：•
$:
万
.ル
：ど
そ
0

組
織
に
ぉ
い
で
根
. 

本
的
に
異
な
る
%-
o

で
：は
な
か
っ
た
と
.い

う

の

で

あ

る

。
：：
大

抵

の

職

能

別

紙

合 

は
，
：貨
金
:>
努
働
嗥
間
ぉ
よ
び
徒
弟
制
鹿
ぉ
^ ;
び
：グ
：托
丨
ズ
ド
•

シ
ョM

v

錄 

な
ど
に
か
ん
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
政
策
女
進
於
^

だ
の
.で

あ

っ

：
て

、
：
'

>[
:
轰

主

義

と
 

チ

今
l

r
ィ
ズ
'
:ム
'
と

通

，
嗓

鳅

耝

合

に

あ

：ま

^

<

ぎ

な

影

響

を

お

だ

先

だ

0
:'で
'',
' 

ば
なV

:'
従
っ
て
、

一
八
五
〇
年
代
ぉ
よ
び
六
〇
年
代
に
私
こ
：
っ
た
^

と
ば
、
- :.
' 

「
1
1

ュ
'

—

 
>
 

モ
デ
ル」

の
結
成
で
：は
：な
く
て
、
' r

オ
ー
ル
ド
•

モ
.デ
ル
1_
-
.
:0:
撕
ビ 

:

学

界

展

'

望
；，

;

で
.あ
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。
.

：

i

た

ゥH

ッ
ブ
夫
妻
の
、
.
一

八

五

〇

年

代

か

ら

七

五

年

頃

ま

で

の

労

働

®
-
動
 

の
指
導
者
は
、
中
産
階
級
的
な
経
済
哲
学
に
支
配
さ
れ
、
従
っ
，て
賃
金
基
金
説 

.

.を
う
け
.い
れ
.
需
要
と
供
給
の
法
則
の
不
変
性
を
信
頼
す
る
余
り
、.
ス
.ト
ラ
ィ 

キ
を
も
っ
て
、
有
害
、
無
用
な
も
の
と
考
え
て
い
た
と
い
う
伝
説
を
.否
定
し
、
 

ス

ト

ラ

ィ

キ

を

も

，
っ
て
、

.

.有
効
.な
.武
器
と
.し
て
.考
え
て
い
た
と
い
う
の
で
あ 

る
。

.

厂

.

マ
.ッ

ツ

シ

め

：ゥ

ェ:ッ

ブ

夫

妻.に
.た

い

す

る.批

判

は

：7

レ
.
ン

に

劣

ら

ず

手

厳

し 

い
'%
へ
の
が' ^
る
が
.、
■,
要

す

る

に

：、
'
景

気

循

環

の.労

働

組

合

運

動

に

あ

.た

え

る

影 

.
響
と
、
ク
ラ
フ
ト
.
ユ
ニ
オ
ン
の
形
成
に
お
け
る
モ
メ
ン
ト
は
何
か
と
い
う
問 

題
を
提
供
す
^

こ
と
に
.ょ
っ
て
、
：
わ
れ
わ
れ
に
大
き
な
学
問
的
関
心
を
唆
っ
て 

い
る
£

と)

に

あ

る

、と

思

う

。
：
つ
ぎ
に
ヒ

：：

斤—

，
ク
レ
ッ
グ
の
、
.「

一
八
.七
四
年 

;か
ら
'
ー.八
九
.四
年
ま
で
6

勞
働
組
合
連
動
史
家
と
し
て
;©
ゥ

H

ッ

ブ
ま
#」 

(
T
h
e

 _
b
b
s

 

a
s

 

H
i
s
t
o
r
i
a
n
s

 

o
f

 

T
r
a
d

o>.
U
n
i
o
n
i
s
m
,

 

100
7
4
-
100
9
4

)

と
い
う
報
告 

に
づ
■い

て

、
：
つ

ぎ

の

ょ

う

，に

間

題

を

整

瑰

す

る

:0
B

ゥ
i

ツ
：ブ
夫
妻
は
、
産
業 

,
.民
主
.主
義
を
、'■労
撖
組
合
運
動
.
.の
；理
論
と
し
て
樹
立
す
る
た
め
に
、.
さ
，ま
ざ
ま 

'
.の
；制

約

や

反

対0
証
拠
.を
無
視
す
る
と
，い
う
>」

と
を
敢
え
て
し
た
。
■そ
し
.
.て》

v_ 

の
お
ず
.な
特
徴
.：は

、
マ

労

働

組

合

連

動

の

未

開

拓

め

_ジ

 >

 

ン
グ
ル
に
成
々
と
し
た 

路
を
^

ヶ
び
6

ん

屯

う

に

：な'
0
.た
^

だ

が

、.：\
睁
.と

し
.て

彼

ら

は

\
''
:
当

然

劳

働

運
 

1

史
:に
ふ
<

ま
.れ
て
い
.る
こ
と
を
知
；づ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
と
こ
ろ
の
こ
と 

に
ふ
れ
な
い
と
い
.う
こ
と
も
お
を
つ
た
。
た
と
え
ば
：ヴ
エ
ッ
ブ
夫
妻
は一

八
八 

九
年
，

Q

ド
ッ
ク
労
働
者
の
勝
利
の
の
ち
、

-1
ジ
：

i

ン
，
_

,s
'

II
y
x'
f

B

i

s) 

.と
I

•

'
マ
I

n

,

f)

が
い
ま
や
代
表
的
I

働
者
の
社
会
^
^

九
七
；(

七
八
ニ)



代
表
と
な
W

、
ニ
〇
万
人
.の
こ
れ
ま
で
組
織
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
労
働
者
の
先 

.頭
に
立
づ
パ
た」

と
.書
い
-て
い
る
が
’
ィ

こ

の

ょ

デ

な

新

齡

合

め

ゲ

，
^

、
き

大

と

も
 

.

.

.い

う
.ベ
.ぎ

全

国

ド

ッ

ク

労

働

者

組

合

(
N
a
t
i
o
n
a
I
\

cln
i
o
n
:
o
f
'
D
o
c
k

 

L
a
b
o
u
r
e
r
s)

、 

'タ
ィ
.，ゾ
^

ィ

ド
.
.
.
.
お
.
.
.
-
ょ
.
.，.び
全
国
労
働
者
組
食
..'

(
T
y
n
s
i
d
e、 'an.d 

'ぎ

£?
.

§
^
M
K
^
X
_
6
. 

'
.
us.
o

^
、
.全
国
合
隊
水
夫
ぉ
ょ
び
.，火
..夫
姐
合
.

(

!2
;

^
5*

1
1
&
1

 

A
m
a
l
g
a
m
a
t
e
d
.
.
.

 s
a
i
l
o
r
s、 

-
a
n
d
.
.
'
.
F
i
r
e
m
s
v
.
;

CJ
n
io'
n

T
は
，，
こ
.の
当
時
、;
パ
_
:
.
|
,
ゾ
..ズ
.や
ト
ム
.，.
.
.マ
：
ン
.
，
.
の

指

導
 

を
断
然
拒
否
じ
.た

自

由

：》
労
働
派

に
ょ

ハ

っ

て

指

導

さ

れ

た

；
こ
と
：を

無

視

し

て

VV
.

:

る

こ

と

.、
：
每

つ

ぎ

に

新

姐

食

主

義

伤

衰

退

悴

つ

ぢ

で

ゥ

X
ッ
ブ

0

^

ふ

れ

て 

い

る

：な.が

で

、.「

.一
八
九
土
：年

の#

来
し
た
萎
縮
に
っ
づ
ぃ
て…

…

不
熟
練
労 

働

：者

が

労

働

組

合

の

：戦

列

が

ら

後

退

し

於

」
：
と
-V
'
;づ
そ
：
い

る

の

：だ

が

、

'
ニ
：A
九 

Q

年
が
ら
九J

年
に
私
こ
々
た
水
夫
ぞ
波
止
場
^

働

者

を

破

壊

し
^-
う

と

す

る
 

資
本
家
侧
が
，、
："
フ
'|
.
ム
€»
;

頂
点
に
立
'o
'

.て
反
攻
を
開
始
し
た
事
実
を
考
慮
.し
'て 

い
な
‘い
こ
と
、
_

ゥ
ェ
.ッ
.ブ
夫
妻
©'
指
導
者
の
.敗
策
を
攻
撃
す
る
.こ

と
_に急 

で
ノ
団
体
交
渉
の
面
：：で
の
逾
要
な
発
展
を
顧
み
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
，

，
以
上
に
扭
い
て
フ
労
働
史
研
究
会
の
活
動
’を
ぐ
主
と
し
を
ぢ
チ
^̂

批
判
を
中
心
に
紹
介
し
て
き
た
。：.し
か
じ
問
題
は
こ
.の
ょ
う
な
.ゥH

.
..ッ
：ブ
夫
妻 

'の
：労

働

運

動

史

論

批

刺

を

、

(

わ
れ
わ
れ
は
ど
€>
ょ
う
'に
う
げ
.と
る
べ
き
か
：と
い 

う
こ
.と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
：。
：：：も
っ
と
も
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
通
説
と
し 

て
は
一
八
五
.
一

年

の

合

同

機

械

エ

同

盟

を

も

：
っ
：

.て
は
1>
ま
る
全
国
的
.職
能
別
組 

合
が
、
実

は
f

ュ
，
丨

：
モ

デ

ル

セ

ば

な
.く

、

そ

れ

以

前

に

.も

ク

ラ

フ

ト

 

'
ユ
.：
ニ 

オX

の
；全

国

的

に

：広

ば

ん

な

組
！
！

が

み

ら

れ

、
.
そ
れ
を
促
し
た
も
の
が
、
.ト
ラ 

ン
ピ
ゾ
ダ
に
み
ら
れ
る
共
済
制
度
で
あ
づ
た
と
い
う
指
摘
で
あ
ろ
ダ
。：
オ
I

ェ： 

ン
主
義
ゃ
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
の
時
代
に
、
h労
働
姐
合
は
実
際
ど
の
ょ
ト
な
形
麓
.

:
.

九

八

.(

.七
八
ニ)

.

で
存
在
し
た
の
か
、
さ
，ら
に
さ
か
の
ぽ
つ
.て
：、

ー
八
世
紀
後
半
か
ら
十
九
世
紀 

K.
.
.か
：け

て

、
：：
労

働
耝
合
員
を
構

成

し

.た

近

代

的プ
；ロ
レ
ダ
リ
.ァ

ー

ト

ば

'

ど
の 

\
よ
う
な
経
路
を
へ
て
発
生
し
た
の
か
、
こ
う
い
う
問
題
を
.提
起
し
て
い
る
よ
う

'虼
思
：わ
れ
る
'<
>

.'')

.'-
''
:
:
;
- 

.

わ
が
国
に
も
、
た
.と
克
ば
社
会
経
済
史
学
佘
な
ど
.で
こ
：う
し
た
賃
労
働
の
存 

在
形
態
を
'め
ぐ
を
論
争
や
研
究
が
お
こ
'な
わ
れ
.る
こ
：
と
.を

希

望

す

る

も

の

で

あ

. 

i
.

.(

1)

.

.

. 

c
o
o
p
e
r
,
.

 T
h
o
m
a
s
;
.
:
.
L
i
f
e
.
:
:
o
f
:
T
h
o
m
a
s
.
.
c
o
o
p
e
r
,
'
1
8
7
2
.

.
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.
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F
r
o
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S
2
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追
記

〉
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こ
' の
.原

稿
.を
.ま
^
.め

る
.の
.に
.必

耍

：な

資

料：.

(
B
u
l
l
e
t
i
n
s

o
f so

c
i
e
t
y
'
f
o
r

 

t
h
e

 . s
t
u
d
y
. o
f

 . L
a
b
o
u
r

 

H
i
s
t
o
r
y
}

は
、：1.

橋
大
学
助
教
授
都
'築

忠

七

氏

：か
ら

抨
借 

し
た
。
御
厚
意
に
感
謝
す
る
%

の
.で
あ
る
。
な
お
、
去
る
四
月
、
慶
応
義
塾
に
お
い 

て

開

か

れ

た

「

ィ
ギ
.：リ

ス

史

研

究

会

」

.
'に
お
け
る
同
氏
‘の
こ
の
問
題
に
か
ん
す
る
報 

告
を
も
拝
聴
し
え
先
こ
と
を
付
記
す
る
。

.
：

.

■

—-1,

九

六

三

、

六'.
十
九
-

新刊紹
介

ブ
P

ツ

ク

著

.
,

英

訳

版

『

封

蓮

 

'社

会

』

ン

ブ
ロ

.ツ
ク
：は
中
世

史

家

と

し

.て
出
発
し
、
早
く
か
：
 

ら
封
建
制
に
関
す
る
研
究
を
発
表
し
て
来
た
。
し
か 

し
そ
れ
ら
い
ず
れ
に
.お
い
て
も
観
察
は
堪
に
封
建
社 

会
の
物
的
基
礎
に
限
ら
れ
で
い
た
。
彼
は
実
証
家
で 

あ
る
。.
.だ
か
-ら
と
い
？
て
問
題
を
'そ
こ
.に
.限
づ
て
.い
. 

.い
理
山
は
な
い
：。：

進
ん
で
も
っ
と
広
い
視
野
に
立
つ 

べ
き
.で
あ
っ、た
。

双
自
身
も
彼
の
研
究
が
不
完
全
で 

あ

っ

た

こ

と

を

認

め

て

い

る

。
，
封

建

制

を

彼

は

农

く 

人
間
関
係
办
制
度
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
で
由
己
.の 

不

備

を

，
お

ぎ

な

.お
ぅ
と
し
た
。
.原
著
は
そ
れ
を
果
し
. 

た
。
今
こ
こ
に
英
訳
が
出
版
さ
れ
、
原
著
は
か
な
り 

手
近
か
な
存
在
と
な
0
た
：
。.

ド
ィ
ツ
；̂
ィ
ギ
リ
ス
で
は
封
連
制
を
堆
に
封
を
媒 

介
と
す
る
艰
務
契
約
2

解
し
た
。
そ
の
限
り
.封
建
，制 

で
問
題
，は
：か
な
り
跟
海
さ
れ.

る
こ_

と.

に
な

0

た
。
軍 

K
?

-^.̂
^

■
と
1 -

う
-

と
て
ど
ぅ
し_.

て
中
世
初
期
.に
か

.新

刊

.：紹

.介

，

か

る

契

約

が

必

然

化

さ

れ

た

か

、
.
ま

た

こ

.の
契
約
が

. 

崩
壊
す
る
過
程
'は
ど
ぅ
か
.。

関

心

は

い

わ

ば

.そ

こ
に 

あ
っ
た
。
封
建
制
を
軍
務
契
約
と
同
一
.視
す
る
時
、
:. 

封
建
制
.の
歴
史
：は
が
な
り
狭
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま 

ぅ
。
今
や
封
速
制
の
抱
え
る
複
雑
な
問
題
M

見
逃
.が 

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
.封
速
制
と
い
っ
て
も
複
雑
な
内 

容
を
総
括
す
石
倉
葉
で
あ
り
、
.か
く
举
純
に
.把
握
で

,

に
は
歴
史
的
現
実
に
密
蓊
し
た
儲
様
相
が
織
込
ま
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
ら
^

る

現
象
を
包
括
す
る

一
般
的
な
言
葉
が
な
け
れ
ば
、，
歴
史
研
究
が
動
き
の

と
れ
な
い
も
の
に
な
る
こ
と
は
明
由
で
あ
る
。
だ
か

.
ら
と
い
っ
て
過
度
の
単
純
化
^

差
控
■う
ベ
き
.で
は
な 

%
 

^
 
0

ブ
ロ
ッ
ク
も
ま
た
封
建
制
で
こ
う
し
た
軍
務
契
約 

を
前
視
す
る
。
し
か
し
彼
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
全
体 

の
な
か
，の
一
要
素
で
し
か
な
か
っ
た
。
と
.に
か
く
封 

を

媒

介

と

す

る

軍

務

契

約

が

封

建

制

の

ず

べ

.て
で
は 

な
い
。
か
か
る
主
張
-は
封
建
制
と
：い
う
も
の
が
全
人
，
 

間
的
環
境
に
つ
へ
い
て
め
理
解
を
通
じ
て
の
み
把
握
：で 

き
る
と
す
る
考
え
.か
ら
発
し
た
.。：
.社
会
の
全
存

在
こ 

そ
が
彼
の
開
心
の
向
う
と
こ
"ろ
で
あ
'っ
.た
0

そ
れ
を 

彼
は
人
問
形
成
の
'な

か
で
理

解

し

よ

：ラ
と
し

た
：。

社 

会

的

諸

関

係.は

そ
.の
あ
^'
人

問

形

成

：に

結

び

つ

く

と

.

.

.

:
彼
•は
考
え
た
の
で
あ
っ
た
。
淀
っ
て
本
書
の
冒
頭
で 

中
世
の
.精

神

構

造

が

抜

：
わ

.
れ

る
よ
ぅ

に
な
っ
た
の
で 

あ

る

。

そ
れ
は
，い
わ
ば
社
会

関
係
へ

.
の
接
近
の
た
め 

:

の
手
段
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。.
彼
に
と
：
っ
て
究
極 

.
の
問
題
は
実
に
社
会
に
つ
い
て
の
理
解
に
あ
っ
た
。

.L

.そ
れ
は
彼
自
身
に
：ょ
つ
て
す
で
にr

' ^
本
性
格」 

の
な
か
で
果
さ
れ
'て
い
た
。
従
.つ
て
、
鉴
本
性
格」 

と
併
読
さ
れ
る
時
、
.本

書

の

理

解

は

一

段
.と
深
ま
る 

に
違
い
な

い

。
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..そ
し
て
社
会
関
係
が
封
連
制
の
問
題
で
主
悪
な
閲
心 

_

と
な
つ
た
時
、
一
き
お
い
民
衆
が
問
題
と
な
ら
な 

き
る
も
の
..で
は
な
い
。
封
建
制
と
い
ぅ
ー
ー
„暴

の

理
^ '
.

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

中

世

に

お

，い
.
て
民
衆
は
隸
厲
農

民
と
し
て

现
象
す
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
が
封
連
制
の
研
究 

で
め
ざ
し
た

の
は
実
に
こ
；の
把
握
で
あ
る
が
：、
し
か


